
第２回地域・まちづくり委員会委員会報告     

 

日 時：2023年 8月 7日（月）13：30 ～15：30 

開催方法：対面と Zoomを活用したハイブリッド形式 

出 席：宮本・丸岡（パルシステム千葉）、佐々木・篠原（コープみらい）、 

藤原・柴山（生活クラブ）、今野（なのはな）大見（住宅コープ） 

尼崎・竹内（生協連） 小林・堀越（日本生協連）     敬称略 

 

内 容  

新しい委員メンバーとなっての委員会となる

ため、はじめに、生協連の尼崎専務理事より、

地域・まちづくり委員会の趣旨についての説明

があり、その後、出席委員による自己紹介をお

こないました。       

１.各会員生協の助成金について 

パルシステム千葉・コープみらい・生活クラブの３生協がおこなっている地域活

動支援の一つである助成金について説明をしてもらいました。 

〇「パルシステム千葉コミュニティ活動助成金」（パルシステム千葉） この助

成金は 2001年から多くの地域活動団体に助成をおこなっています。公募から選

考、助成金の交付、活動報告までの流れや、助成対象分野、助成金額などについ

て、基金の規則に基づいて運営しています。 

〇「コープみらい くらしと地域づくり助成」（コープみらい）多岐にわたる分

野での活動支援で千葉県内では 53団体の応募があり、選考の結果 14団体に助成

をおこなっています。先日 2020年度～2022年度の助成団体と組合員とのオンラ

イン交流会を開催し、分散会ではエリアにごとに情報交流などをおこないまし

た。 

〇「子ども・子育て支援助成」（コープみらい） 生活困難家庭の子ども、子育

て支援を目的に中央共同募金会との共同助成として実施。組合員から回収した未

使用ハガキや切手からの資金を原資としています。 

〇エッコロ福祉助成（生活クラブ千葉） 毎月組合員から集めた 100円のうち

20円をエッコロ福祉基金として共同の力で暮らしやすい地域づくりのために使

用しています。本助成は、１次審査会、組合員の意見を反映した組合員投票、公

開プレゼンテーションなどを経て助成団体を決定します。助成後には組合員が団

体を訪問し、活動状況を組合員に発信しています。 

 このほか日本生協連からも助成金の案内がありました。 

参加者からは、「応募団体の申請書記入のフォローは？」「選考に漏れた団体との

関係性づくりは？」「助成を通じて地域とのつながりがある？」「団体間の連携な



どにつながった事例はあるか？」などの質問や、「交流会の開催はいいと思っ

た」「組合員投票で意見が反映されるのはすごい」などの意見がでました。 

 

２．地域と関わる活動や、地域課題として認識している問題について 

ちば住宅コープの大見専務理事より、地域の空き家問題に対して、今後は相続

などで不動産を取得した場合の法務、税務を含めたワンストップの相談窓口とし

て生活協同組合の立場から市民に寄り添ってくことを目指していきたいとの報告

がありました。また、空き家を利用した事業活動についても各生協の助成金を紹

介したいとのことでした。 

３. 今年度の活動について、事務局より提案がありました。 

  第３回 地域と防災 災害弱者と避難所 福祉関係の職員、組合員も参加 

  第４回 千葉県内のフードバンクの状況について 

  第５回 振り返りと次年度に向けて 

       

４．生協からの活動報告 

〇パルシステム千葉 予備青果を、県内８団体に寄贈しています。また、寄贈先

の状況や、地域の課題を学ぶためにセンター長とともに寄贈先を訪問しています。

「松戸 DEつながるステーション」つどう de６∽6では、地域の方が気軽に立ち寄

れる、日時と場所を固定した居場所づくりを進めています。「SDGs を活かしたコ

ミュニティづくり」のガーデンづくりでは公園内の整備や花壇づくりをおこない

ました。 

〇コープみらい 「ゆずりばいちかわ」の学生服寄附回収に協力し、106点、の学

生服を回収、寄付相当金額は 14,600円となりました。コープみらいの子育て支援

の取り組みについてというタイトルで、行政と連携した子育て支援（地域子育て

支援拠点事業）や独自の子育て支援などについて、大東文化大学で講義をおこな

いました。また、千葉大学でも宅配事業や組合員活動について講義を行いました。

今年度も生活困窮者支援と実施しているお米寄贈の取り組みで、新たに習志野、

市原市社協と千葉県産米寄贈式を開催しました。 

〇生活クラブ 実行委員として参加している「食でつながる inちばの会」主催の

～食支援を通じて「こどもまんなか」を考える～シンポジウムを８月 27 日（日）

に開催します。それぞれの地域で食支援とこどもまんなかをどう作るかを考える

機会にします。社福）生活クラブが７月に児童養護施設「はぐくみの杜かしわ」

を開設し。組合員周知の茶話会や内覧会をおこないました。 

 

５.今後の開催スケジュールについて 

  第３回実行委員会 9月後半週での開催調整をおこなう 

  第４回実行委員会 12月 13日 13：30～  

  第５回実行委員会 2024年 3月 22日(金)13：30～15：30 


